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は
じ
め
に

　

イ
ギ
リ
ス
・
大
英
博
物
館
に
は
、
菱
川
師
宣
作
の
「
芝
居
茶
屋
遊
楽
図
巻（
１
）」
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
の
年
記
を
も
ち
、
茶

屋
で
遊
興
に
ふ
け
る
色
子
と
よ
ば
れ
る
歌
舞
伎
役
者
と
、
客
の
様
子
を
描
い
て
い

る
。
師
宣
は
本
図
と
近
似
す
る
構
図
で
「
吉
原
遊
郭
図（
２
）」
を
描
き
、
さ
ら
に
延
宝
六

（
一
六
七
八
）
年
に
は
歌
舞
伎
と
吉
原
両
風
俗
の
様
相
を
描
い
た
『
古
今
役
者
も
の

が
た
り
』
と
『
吉
原
恋
の
道
引
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
歌
舞
伎

と
性
風
俗
と
は
元
来
近
し
い
も
の
で
あ
っ
て
、
右
の
作
品
は
「
悪
所
」
と
よ
ば
れ
た

両
者
の
密
接
な
関
連
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
春
本
に
芝
居
の
要
素

が
扱
わ
れ
る
こ
と
は
自
然
な
流
れ
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
関
わ
り
あ
い
は
み
な

一
様
で
は
な
い
。師
宣
が
活
躍
し
た
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、

浮
世
絵
師
に
よ
る
春
画
・
春
本
の
制
作
が
興
隆
を
み
せ
た
。
江
戸
で
は
師
宣
、
治
兵

衛
、
清
信
な
ど
の
浮
世
絵
師
に
よ
る
版
本
、
一
枚
摺
組
物
、
肉
筆
作
品
の
春
画
、
春

本
が
制
作
さ
れ
て
お
り
、
色
子
が
登
場
す
る
事
例
も
み
ら
れ
る
。
中
に
は
袖
な
ど
に

紋
が
描
か
れ
て
お
り
、
特
定
の
役
者
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ

要旨
　初代春章、重政の合作といわれる『姿名鏡』は林美一氏による全文の翻
刻と解題とが『江戸枕絵師集成　勝川春章』（河出書房新社、1991年）に
紹介されている。しかしながら、当時の資料では役者の考証に限界があり、
未だ訂正すべき点を残している。文部科学省グローバルCOEプログラム「日
本文化デジタル・ヒューマニティーズ拠点」（立命館大学）日本文化研究班
のプロジェクトとしてすすめてきた画像資料のアーカイブ化によって、役
者似顔の比較が可能となり、本書の役者について大半が考証できるに至っ
た。本書の刊年は安永 2（1773）年頃と推定できる。となると、『姿名鏡』
は役者似顔を利用した最初の絵本ということになる。本論は、春本である
『姿名鏡』を通して、その出版の背景を探り、春本における画工の意図や
読者の関心について考えることで、江戸文化を発達させてきた春本の機能
を読み取ることを目的としている。

abstract
	 In this paper I discuss the illustrated erotic book Shina kagami in which 
all the men are given the faces of contemporary Kabuki actors (yakusha 
nigao). Hayashi Yoshikazu first published this book in Edo makura-eshi shûsei 
(Kawade shobô shinsha, 1991). At that time there was insufficient comparative 
material to allow for a detailed study of the actor likenesses. Now, thanks to 
the Ritsumeikan ARC image database project, we can identify all of the actors 
represented in it. Once the actors were identified, it was possible to date the 
book to around 1772, which makes it the earliest extant example of the use 
of nigao in representations of actors out of role. This and other erotic books 
permit us better to understand the public’s intense interest in kabuki actors, 
and the ways in which artists developed and exploited nigao to satisfy that 
interest. Use of nigao represents a significant enrichment of Edo visual culture.
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よ
り
も
む
し
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
階
級
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
の
性
風
俗
を
描
く
と
い
う

一
連
の
春
画
・
春
本
の
題
材
の
中
で
、
男
色
の
一
例
と
し
て
役
者
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

だ
が
、
歌
舞
伎
の
芸
評
書
で
あ
る
歌
舞
伎
評
判
記
が
、
十
七
世
紀
後
半
、
師
宣
の

時
代
に
刊
行
さ
れ
た
初
期
の
物
は
役
者
の
容
色
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
に
対

し
、
後
に
は
役
者
の
技
芸
へ
と
興
味
の
対
象
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
、
春
本

に
お
い
て
も
役
者
と
そ
の
享
受
層
の
関
係
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
と
い
え

る
。
例
え
ば
、
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
刊
、
西
川
祐
信
画
の
『
好
色
枕
が
へ
し
』

で
は
、
女
性
た
ち
が
、
役
者
に
模
し
た
男
た
ち
と
交
渉
を
も
つ
と
い
う
内
容
に
な
っ

て
お
り
、
役
者
た
ち
は
偶
像
化
さ
れ
、
女
性
た
ち
の
憧
れ
の
対
象
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
後
に
は
役
者
自
身
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
ベ
ー
ス
と
し
た
作
品（
３
）も
刊
行
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
が
、
春
本
の
内
容
の
変
化
は
役
者
と
そ
の
享
受
者
の
関
わ
り
あ
い
の
変

容
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。

　

本
論
で
と
り
あ
げ
る
春
章
、
重
政
画
『
姿
名
鏡
』
は
、
役
者
似
顔
で
描
か
れ
た
春

本
で
あ
る
。『
姿
名
鏡
』
の
刊
行
は
後
に
説
明
す
る
よ
う
に
安
永
初
年
頃
と
な
る
が
、

初
代
勝
川
春
章
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
発
展
し
た
役
者
似
顔
が
、
か
な
り
早
い
段
階
で

春
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
本
論
で
は
、『
姿
名
鏡
』
刊

行
に
あ
た
っ
て
、
そ
こ
に
登
場
す
る
役
者
の
情
報
を
整
理
し
、
出
版
の
背
景
を
考
察

す
る
。

　
　
　
１　
役
者
似
顔
の
考
証

　
『
姿
名
鏡
』
は
現
在
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
も
の
と
、
立
命

館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
二
点
が
知
ら
れ
て
い
る
。
主
な

書
誌
の
情
報
は
次
の
と
お
り
と
な
る
（
以
下
そ
れ
ぞ
れ
を
、
日
文
研
本
と
A
R
C
本

と
呼
ぶ
）。
A
R
C
本
は
、
廿
三
ウ
、
二
十
九
オ
・
ウ
、
三
十
一
オ
・
ウ
に
破
れ
が

み
ら
れ
る
。
寸
法
に
つ
い
て
は
、
状
態
の
よ
い
日
文
研
本
を
採
用
し
た
。

請
求
番
号　

kc/172/ka

（
日
文
研
）、hayB

K
E2-0053

（
A
R
C
）

外
題　
「
さ
か
り
の
花
の
久
し
き
栄/

姿
名
鏡
」

表
紙
寸
法　

21
・
5×

15
・
6

題
簽
寸
法　

15
・
4×

3
・
4

匡
郭
寸
法　

16
・
7×

13
・
0

丁
付　

色
ノ
一
～
色
ノ
三
十
一
了

構
成　

表
紙
見
返
し
半
丁
、
序
文
一
・
五
丁
、
口
絵
見
開
き
二
十
丁
、
本
文
見

開
き
十
・
五
丁
、
裏
表
紙
見
返
し
半
丁
。

丁
数　

全
三
十
二
丁

墨
摺
り
、
口
絵
の
最
初
の
丁
（
二
ウ
・
三
オ
）
の
み
色
摺
り
。

　

本
書
に
つ
い
て
は
林
美
一
氏
に
よ
る
全
文
の
翻
刻
と
解
題（
４
）と
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
口
絵
を
色
摺
り
に
し
た
も
の
は
初
摺
本
で
、
墨
摺
一
色
の
後
摺

本
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
役
者
の
顔
を
書
き
換
え
た
別
の
後
摺
本
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
両
後
摺
本
の
所
在
は
不
明
で
あ
り
、
林
氏
が
上

記
の
著
書
で
紹
介
し
て
い
る
図
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

林
氏
は
解
題
、
翻
刻
に
お
い
て
、
口
絵
の
役
者
似
顔
に
つ
い
て
考
証
し
て
い
る
が
、

当
時
は
役
者
似
顔
の
比
較
材
料
が
乏
し
く
、
似
顔
の
判
定
に
つ
い
て
は
訂
正
す
べ
き

箇
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。『
姿
名
鏡
』
は
二
〇
〇
九
年
に
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
十
周
年
記
念
と
し
て
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
近
世
春
本
・
春
画

と
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
に
も
出
品
さ
れ
て
お
り
、
演
劇
関
連
の
春
本
と
し
て
も
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
役
者
絵
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
が
す
す
み
、
役
者
似

顔
を
比
較
す
る
た
め
の
資
料
が
充
実
し
て
く
る
中
で
、
も
う
一
度
役
者
似
顔
を
検
討
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す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
以
下
少
々
紙
幅
は
と
る
が
、
口
絵
の
順
に
全
掲
載
役

者
に
つ
い
て
の
考
証
を
試
み
た
い
。

○
寄
瀧
恋
〔
図
1
〕　

五
代
目
市
川
団
十
郎

　

A
R
C
本
、
日
文
研
本
と
も

に
本
図
の
み
が
色
摺
で
描
か
れ

て
い
る
。
屏
風
の
枠
に
描
か
れ

た
枡
の
模
様
が
団
十
郎
の
三
升

紋
を
示
唆
す
る
も
の
か
と
思
わ

れ
る
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
鼻
筋
、
目
の

形
、
眉
毛
の
描
き
方
な
ど
、
五

代
目
団
十
郎
の
似
顔
と
し
て
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。
他
、
春
章

が
数
年
後
に
出
し
た
「
東
扇
」

の
シ
リ
ー
ズ
な
ど
に
も
五
代
目

団
十
郎
が
描
か
れ
て
お
り
、
似

顔
に
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。

○
被
文
書
恋
〔
図
2
〕　

二
代
目
中
村
助
五
郎

　

二
代
目
中
村
助
五
郎
の
役
者
紋
は
○
に
仙
の
字
で
あ
る
が
、
本
図
の
挿
絵
に
は
そ

れ
を
示
す
も
の
は
な
い
。
だ
が
、
参
考
図
〔
図
3
〕
に
あ
る
よ
う
に
鼻
か
ら
口
に
か

け
て
の
線
と
口
角
が
下
が
っ
た
よ
う
に
描
か
れ
る
の
は
春
章
の
助
五
郎
の
特
長
で
あ

る
。
助
五
郎
は
こ
の
時
期
に
活
躍
し
た
敵
役
で
、
似
た
よ
う
な
似
顔
で
描
か
れ
る
役

者
は
、
他
に
三
代
目
大
谷
広
次
や
二
代
目
坂
田
半
五
郎
、
四
代
目
坂
東
又
太
郎
な
ど

が
い
る
が
、
す
べ
て
後
の
図
に
載
る
。
春
章
の
役
者
絵
に
は
明
和
か
ら
安
永
に
か
け

て
助
五
郎
を
描
い
た
も
の
は
少
な
く
な
い
の
で
、
本
書
に
登
場
さ
せ
た
と
し
て
も
不

自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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図 1	 春章・重政画『姿名鏡』ニウ・三オ
	 （国際日本文化研究センター蔵）（以下同）

図 2　春章・重政画『姿名鏡』三ウ・四オ

図 3　春章画　安永 9（1780）年
江戸中村座「初紋日艶郷曽我」
二代目中村助五郎演じる雷庄九郎

（東京国立博物館蔵）
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○
初
言
恋
〔
図
4
〕　

二
代
目
市
川
門
之
助
、
富
沢
辰
十
郎

　

本
図
の
役
者
は
二
代
目
市
川
門

之
助
と
富
沢
辰
十
郎
で
あ
る
。
二

代
目
市
川
門
之
助
の
顔
は
眉
毛
の

線
、
眼
が
小
さ
く
ま
る
く
描
か
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

役
者
の
着
物
に
紅
葉
の
模
様
が
描

か
れ
て
い
る
が
、
参
考
図〔
図
5
〕

に
あ
る
よ
う
に
紅
葉
は
二
代
目
門

之
助
が
用
い
た
模
様
で
、
そ
こ
か

ら
も
門
之
助
と
特
定
で
き
る
。

　

本
図
に
は
も
う
ひ
と
り
、
窓
か

ら
の
ぞ
い
て
い
る
役
者
が
図
の
左

側
に
み
え
る
。
こ
の
役
者
は
富
沢

辰
十
郎
で
あ
る
。
参
考
図〔
図
6
〕

は
春
章
の
弟
子
の
春
好
の
署
名
が

あ
り
、
安
永
元
（
一
七
七
二
）
年
写
の
記
載
が
あ
る
『
三
芝
居
役
者
絵
本
』
の
一
図

で
あ
る
が
、
こ
の
図
は
袖
の
紋
か
ら
辰
十
郎
と
考
証
で
き
る
。
同
じ
紋
が〔
図
7
〕

の
富
十
郎
の
肩
衣
に
描
か
れ
て
お
り
、
目
の
二
重
の
線
は
本
図
の
似
顔
に
近
似
し
て

い
る
。加
え
て
、役
者
が
も
つ
扇
に
書
か
れ
た
文
字
は「
連
袖
」と
判
読
で
き
る
が
、「
連

袖
」
は
辰
十
郎
の
俳
名
で
あ
る
。
辰
十
郎
は
他
の
春
章
の
役
者
絵
に
は
ほ
と
ん
ど
描

か
れ
な
い
役
者
で
、春
本
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
珍
し
い
事
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

○
互
忍
恋
〔
図
8
〕　

二
代
目
市
川
八
百
蔵

　

二
代
目
市
川
八
百
蔵
は
立
役
と
し
て
明
和
か
ら
安
永
初
め
に
か
け
て
活
躍
し
た
役

者
で
、
春
章
の
役
者
絵
に
何
度
も
登
場
し
て
い
る
。
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
に
没

し
て
い
る
た
め
か
、
春
章
の
代
表
作
「
東
扇
」
で
の
事
例
は
発
見
で
き
な
い
が
、
春

章
の
時
代
の
代
表
的
な
人
気
役
者
の
一
人
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
八
百

蔵
の
紋
は
三
升
に
「
八
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
思
わ
せ
る
も
の
は
本
図
に
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
参
考
図
に
あ
げ
た
同
時
期
の
役
者
絵
〔
図
9
〕
と
く
ら
べ
て
み
る

と
、
眉
毛
の
線
が
特
徴
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
下
が
っ
た
口
元
も
合
致
し
て
い
る
。
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図 4　春章・重政画『姿名鏡』四ウ・五オ

図 5　春章画
安永 3～ 4（1774-5）年頃
二代目市川門之助
（大英博物館蔵、1915,0823,0.508）

図 6　春好画
安永元（1772）年写『三芝居役者絵本』
FSC-GR-780.158（※1）
（米国スミソニアン協会フィリアーアン
ドサックラーギャラリー蔵）

図 7　春章・重政画
『姿名鏡』
四ウ・五オ（部分）
※図中の円は筆者による。
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○
寄
雲
恋
〔
図
10
〕　

三
代
目
大
谷
広
右
衛
門

　

春
章
の
広
右
衛
門
の
似
顔
は
、
眉
毛
の
形
、
眼
の
輪
郭
、
口
元
の
皺
な
ど
が
非
常

に
特
徴
的
に
描
か
れ
る
。
ま
た
、
着
物
に
描
か
れ
た
格
子
模
様
は
、
大
谷
の
轡
絞
を

意
味
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。後
に
同
じ
紋
を
使
う
三
代
目
大
谷
広
次
が
載
る
が
、

広
次
の
着
物
も
格
子
模
様
で
描
か
れ
て
お
り
、
同
様
に
轡
紋
が
格
子
模
様
に
置
き
換

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
契
恋
〔
図
11
〕　

二
代
目
嵐
三
五
郎

　

相
手
の
女
の
着
物
に
描
か
れ

る「
桐
」の
模
様
は
二
代
目
嵐
三
五

郎
の
役
者
紋
で
あ
る
。
春
章
描
く

三
五
郎
は
、
鼻
の
形
と
目
の
間
が

離
れ
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

本
図
の
三
五
郎
の
似
顔
は
、
安
永

後
期
の
三
五
郎
の
似
顔
と
は
目
の

位
置
の
描
き
方
が
少
し
異
な
っ
て

く
る
が
、
安
永
初
年
の
似
顔〔
図

12
〕
に
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
。

「
桐
」
の
紋
が
示
す
よ
う
に
、
本
図

の
役
者
は
二
代
目
嵐
三
五
郎
と
見

て
よ
い
。

	
	
役
者
似
顔
春
本
『
姿
名
鏡
』 ―
役
者
似
顔
の
考
証
と
出
版
の
背
景
―

図 8　春章・重政画『姿名鏡』五ウ・六オ

図 10　春章・重政画『姿名鏡』六ウ・七オ

図9　春章画　安永元（1772）年
十一月江戸中村座「大鎧海老胴篠
塚」二代目市川八百蔵演じる小山
田太郎（大英博物館蔵 1931,0513,0.8）

図 12　春章画　安永元（1772）年
正月江戸市村座「菅原伝授手習鑑」
二代目嵐三五郎演じる武部源蔵

（個人蔵）

図 11　春章・重政画『姿名鏡』七ウ・八オ
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○
名
立
恋
〔
図
13
〕　

初
代
中
村
仲
蔵
、
宮
崎
八
蔵

　

絵
の
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
初
代
中
村
仲
蔵
で
あ
る
。
つ
り
あ
が
っ
た
目
と

眉
、
口
元
の
ひ
き
し
ま
っ
た
顔
貌
は
仲
蔵
の
似
顔
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
着
物
の
模

様
に
は
漢
字
の
「
中
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
仲
蔵
の
名
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

女
中
と
戯
れ
て
い
る
右
側
の
役
者
は
敵
役
の
宮
崎
八
蔵
の
似
顔
で
描
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
八
蔵
の
役
者
紋
「
巳
」
の
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

○
祈
恋
〔
図
14
〕　

四
代
目
岩
井
半
四
郎

　

本
図
は
楽
屋
の
内
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
半
四
郎
は
梵
天
を
手
に
持
ち
、

長
持
の
上
に
笠
と
着
物
が
あ
る
。
野
郎
帽
子
を
被
っ
た
役
者
が
、
女
形
四
代
目
岩
井

半
四
郎
で
あ
る
。
襖
に
描
か
れ
た
杜
若
は
半
四
郎
の
俳
名
「
杜
若
」
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
着
物
の
紋
に
扇
の
紋
が
描
か
れ
て
お
り
、
半
四
郎
の
扇
蝶
紋
を
示
し

て
い
る
。

○
祈
逢
恋
〔
図
15
〕　

三
代
目
大
谷
広
次

　

三
代
目
大
谷
広
次
の
似
顔
は
、
丸
み
を
お
び
た
顔
の
輪
郭
線
、
眉
毛
の
角
度
、
小

さ
い
目
、
口
角
の
下
が
っ
た
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
、
似
顔
の
判
定
は
比
較
的
し
や
す

い
。
ま
た
、
先
に
広
右
衛
門
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
よ
う
に
、
着
物
の
格
子
模
様
は
広

次
の
轡
紋
を
表
し
て
い
る
。

○
忍
久
恋
〔
図
16
〕　

二
代
目
坂
田
半
五
郎
、
初
代
中
村
野
塩

　

襖
か
ら
覗
い
て
い
る
役
者
は
二
代
目
坂
田
半
五
郎
で
あ
る
。
や
や
下
が
っ
た
目
尻

と
丸
い
鼻
頭
に
特
徴
が
あ
る
。
着
物
に
半
五
郎
の
紋
を
示
す
矢
羽
根
が
描
か
れ
て

い
る
。

	
	

役
者
似
顔
春
本
『
姿
名
鏡
』 ―
役
者
似
顔
の
考
証
と
出
版
の
背
景
―

図13　春章・重政画『姿名鏡』八ウ・九オ

図15　春章・重政画『姿名鏡』十ウ・十一オ

図14　春章・重政画『姿名鏡』九ウ・十オ

図16　春章・重政画『姿名鏡』十一ウ・十二オ
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も
う
一
人
の
役
者
は
初
代
中
村

野
塩
と
考
証
し
た
。
や
や
つ
り
あ

が
っ
た
目
と
面
長
顔
、
鋭
角
の
あ
る

眉
毛
が
野
塩
の
似
顔
（
参
考
部
分
図

〔
図
17
A
〕）に
み
ら
れ
る
特
色
で
あ

る
。
着
物
に
は
野
塩
の
紋
を
崩
し
た

矢
が
描
か
れ
て
い
る
。
女
性
の
着
物

に
菊
の
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
二
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
可
能

性
も
あ
る
。
だ
が
、
二
代
目
菊
之
丞

は
安
永
二（
一
七
七
三
）年
に
没
し
、

安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
に
は
三
代

目
菊
之
丞
が
名
跡
を
継
ぐ
が
、
春
章

の
役
者
絵
に
よ
く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
安
永
三
年
以
降
の
こ
と
に

な
る
。
ま
た
師
匠
の
富
十
郎
の
可
能

性
も
あ
る
が
、
富
十
郎
の
眉
は
参
考

部
分
図
〔
図
17
B
〕）
に
あ
る
よ
う
に

ま
っ
す
ぐ
描
か
れ
る
場
合
が
多
く
、

同
時
期
の
両
者
の
似
顔
を
比
較
す
る

と
野
塩
の
方
が
近
い
。

○
寄
花
恋
〔
図
18
〕　

二
代
目
市
川
高
麗
蔵

　

木
に
寄
り
か
か
り
女
中
と
戯
れ
る
役
者
は
先
の
二
代
目
市
川
高
麗
蔵
、
後
の
四
代

目
松
本
幸
四
郎
の
似
顔
で
描
か
れ

て
い
る
（
参
考
図
〔
図
19
〕）。
羽

織
に
描
か
れ
る
銀
杏
の
葉
は
〔
図

19
〕の
袖
の
部
分
に
も
描
か
れ
て
い

る
が
、
幸
四
郎
の
紋
か
ら
取
っ
た

も
の
で
あ
る
。
四
代
目
幸
四
郎
は

安
永
元（
一
七
七
二
）年
十
一
月
の

顔
見
世
で
市
川
高
麗
蔵
か
ら
幸
四

郎
と
名
を
改
め
て
い
る
。
も
う
一

人
描
か
れ
る
従
者
は
、
役
者
の
判

定
が
で
き
な
い
。
紋
は
ど
こ
と
な

く
嵐
姓
の
役
者
紋
に
似
て
お
り
、

道
化
方
の
初
代
嵐
音
八
か
と
も
思

わ
れ
る
が
顔
が
似
て
い
な
い
。

○
深
山
恋
〔
図
20
〕　

二
代
目
山
下
金
作

　

ふ
っ
く
ら
と
し
て
や
や
四
角
い
顔
の
輪
郭
、
太
い
眉
毛
は
金
作
の
特
徴
を
よ
く
捉

え
て
お
り
、
判
定
し
や
す
い
。
加
え
て
着
物
に
描
か
れ
た
笹
竜
胆
の
模
様
か
ら
も
金

作
と
わ
か
る
。

	
	
役
者
似
顔
春
本
『
姿
名
鏡
』 ―
役
者
似
顔
の
考
証
と
出
版
の
背
景
―

図16　春章・重政画『姿名鏡』
十一ウ・十二オ（部分）

図17A　春章画　安永 2（1773）年
十一月江戸森田座「 初雪世界」
初代中村野塩演じる玉章　（個人蔵）

図17Ｂ　春章画　安永 2（1773）年
十一月江戸森田座「 初雪世界」
初代中村富十郎演じる白妙　（個人蔵）

図18　春章・重政画『姿名鏡』十二ウ・十三オ

図19　春章画
安永元（1772）年　江戸中村座「大
鎧海老胴篠塚」　四代目松本幸四
郎演じる塩梅よし五郎八
（アムステルダム国立美術館蔵、

RP-P-1956-654）
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○
か
わ
る
恋
〔
図
21
〕　

二
代
目
中
村
伝
九
郎

　

伝
九
郎
を
描
い
た
春
章
の
役
者
絵
は
そ
う
多
く
な
い
が
、
四
角
い
ア
ゴ
の
輪
郭
と

お
か
し
み
の
あ
る
小
さ
い
目
、
さ
が
っ
た
口
角
が
『
絵
本
舞
台
扇
』〔
図
22
〕
に
特

徴
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
本
図
の
似
顔
と
合
致
す
る
。
ま
た
、
襖
に
は
中
村
家
の
紋

の
象
徴
で
あ
る
舞
鶴
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伝
九
郎
と
知
れ
る
。

○
逢
不
遇
恋
〔
図
23
〕　

初
代
坂
東
三
津
五
郎

　

着
物
に
描
か
れ
た
紋
は
、
三
津
五
郎
の
紋
で
あ
る
三
ツ
大
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ

る
。似
顔
も
眉
毛
の
線
、鼻
筋
、目
の
形
に
三
津
五
郎
の
似
顔
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

　
○
初
逢
恋
〔
図
24
〕　

初
代
尾
上
菊
五
郎

　

初
代
菊
五
郎
の
似
顔
の
特
徴
は
、
眉
毛
の
線
、
顔
の
輪
郭
、
鼻
筋
、
や
や
厚
く
下

が
っ
た
口
元
と
目
尻
の
皺
に
あ
る
。
ま
た
、
着
物
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
菊
五
郎
の

「
抱
き
柏
」
の
紋
で
あ
る
。

                        

 

○
久
恋
〔
図
25
〕　

二
代
目
中
村
重
蔵

　

本
図
の
役
者
は
、
上
向
き
の
太
い
眉
、
つ
り
あ
が
っ
た
目
、
下
が
っ
た
口
角
か
ら

中
村
重
蔵
の
似
顔
と
わ
か
る
。
ま
た
、
重
蔵
の
二
つ
銀
杏
の
紋
が
着
物
の
模
様
と
し

	
	

役
者
似
顔
春
本
『
姿
名
鏡
』 ―
役
者
似
顔
の
考
証
と
出
版
の
背
景
―

図 22　春章・文調画
明和 7（1770）年刊『絵本舞台扇』
二代目中村伝九郎
FSC-GR-780.164（※1）
（米国スミソニアン協会フィリアー
アンドサックラーギャラリー蔵）

図 20　春章・重政画『姿名鏡』十三ウ・十四オ

図23　春章・重政画『姿名鏡』十五ウ・十六オ

図21　春章・重政画『姿名鏡』十四ウ・十五オ

図24　春章・重政画『姿名鏡』十六ウ・十七オ
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て
描
か
れ
て
い
る
。

○
逢
増
恋
〔
図
26
〕　

九
代
目
市
村
羽
左
衛
門

　

羽
織
の
柄
の
「
橘
」
は
市
村
家
の
紋
で
、
着
物
の
う
ず
巻
は
羽
左
衛
門
の
亀
蔵
小

紋
を
示
し
て
い
る
。
似
顔
か
ら
も
九
代
目
羽
左
衛
門
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
羽
左

衛
門
の
似
顔
の
特
徴
は
、
離
れ
た
目
、
む
っ
く
り
と
し
て
大
き
い
鼻
と
下
が
っ
た
口

角
に
あ
る
。

○
寄
松
恋
〔
図
27
〕　

初
代
尾
上
松
助
、
中
島
勘
左
衛
門

　

女
中
を
無
理
矢
理
組
み
伏
せ
よ
う
と
し
て
い
る
武
士
は
初
代
尾
上
松
助
の
似
顔
で

描
か
れ
て
い
る
。
も
う
す
こ
し
時
代
が
後
に
な
る
と
松
助
の
目
は
も
っ
と
つ
り
上

が
っ
て
細
く
描
か
れ
る
が
、
近
い
時
代
の
役
者
絵
〔
図
28
〕
の
似
顔
と
く
ら
べ
る
と

よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
、
袖
に
描

か
れ
る
紋
は
、
松
助
の
二
枚
扇
の

紋
を
意
味
し
て
い
る
。

　

後
方
よ
り
様
子
を
伺
う
老
人

は
、
中
島
勘
左
衛
門
の
似
顔
で
描

か
れ
て
い
る
。
敵
役
と
し
て
活
躍

し
た
勘
左
衛
門
で
あ
る
が
、
つ
り

あ
が
っ
た
目
と
眉
、
目
の
皺
に
も

敵
役
ら
し
い
表
情
が
あ
り
、
本
図

の
似
顔
に
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。

○
ち
か
き
恋
〔
図
29
〕　

四
代
目
坂
東
又
太
郎

　

広
次
や
助
五
郎
な
ど
と
も
似
て
い
る
が
、
本
図
の
役
者
は
四
代
目
坂
東
又
太
郎
で

あ
る
。
男
の
帯
に
坂
東
家
の
紋
「
東
」
の
字
を
か
た
ど
っ
た
模
様
が
描
か
れ
て
お
り
、

似
顔
は
目
の
輪
郭
に
特
徴
が
あ
る
。

	
	
役
者
似
顔
春
本
『
姿
名
鏡
』 ―
役
者
似
顔
の
考
証
と
出
版
の
背
景
―

図 27　春章・重政画『姿名鏡』十九ウ・二十オ

図28　春章画
安永 2（1773）年 11月江戸森田座
「 初雪世界」初代尾上松助
（ボストン美術館蔵、21.4185 ※2）

図 25　春章・重政画『姿名鏡』十七ウ・十八オ

図 26　春章・重政画『姿名鏡』十八ウ・十九オ
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役
者
似
顔
春
本
『
姿
名
鏡
』 ―
役
者
似
顔
の
考
証
と
出
版
の
背
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―

○
寄
鏡
恋
〔
図
30
〕　

三
代
目
市
川
海
老
蔵

　

最
後
の
絵
に
は
、
三
代
目
市
川
海
老
蔵
、
先
の
四
代
目
市
川
団
十
郎
が
登
場
し
て

い
る
。
春
章
の
描
く
四
代
目
の
似
顔
の
特
徴
は
目
尻
の
皺
に
あ
る
。
四
代
目
は
、
明

和
七
（
一
七
七
〇
）
年
顔
見
世
よ
り
二
代
目
松
本
幸
四
郎
、
安
永
元
（
一
七
七
二
）

年
よ
り
三
代
目
市
川
海
老
蔵
を
名
乗
る
。
ど
の
時
期
に
あ
た
る
の
か
は
刊
年
に
よ
る

が
、
着
物
の
文
様
に
「
寿
」
の
字
が
描
か
れ
て
お
り
、
団
十
郎
家
の
役
者
紋
「
寿
海

老
」
を
示
す
の
で
あ
れ
ば
、
海
老
蔵
の
時
の
似
顔
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
　
　
２　
『
姿
名
鏡
』
の
刊
行
年

　
『
姿
名
鏡
』
に
登
場
す
る
役
者
に
つ
い
て
前
章
に
ま
と
め
た
が
、
そ
こ
か
ら
本
書

の
刊
行
年
、
及
び
他
の
出
版
物
と
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
い
。

　
『
姿
名
鏡
』
本
文
に
あ
る
題
に
は
「
開
い
た
縁
も
た
ゝ
め
ば
再
び
扇
子
の
絵
合
」

と
あ
る
。。「
扇
子
の
絵
合
」
は
、
春
章
の
手
が
け
た
『
絵
本
舞
台
扇
』
を
示
唆
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、本
文
中
に
は
「
春
章
が
書
た
役
者
絵
の
地
紙
を
見
た
し
」

と
あ
る
。
春
章
が
一
筆
斎
文
調
と
と
も
に
、
役
者
似
顔
を
扇
形
の
匡
郭
の
内
に
半
身

像
で
収
め
た
役
者
絵
本
『
絵
本
舞
台
扇
』
を
上
梓
し
た
の
は
明
和
七
（
一
七
七
〇
）

年
の
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
以
前
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
頃
の
春
章
の
細
版
役
者

絵
に
扇
形
の
枠
に
四
人
の
役
者
を
描
い
た
例
も
あ
る
が
、
役
者
似
顔
の
特
徴
を
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
型
式
が
人
気
を
博
し
、
後
に
春
章
が
役
者
似
顔
を

描
い
た
岩
戸
屋
版
の
「
東
扇
」
シ
リ
ー
ズ
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
ゆ
え
に
『
絵
本

舞
台
扇
』
の
影
響
は
大
き
く
、
役
者
似
顔
流
行
の
魁
と
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し

た
が
っ
て
本
文
に
「
扇
子
の
絵
合
」「
春
章
が
書
た
役
者
絵
の
地
紙
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
本
書
の
刊
行
は
『
絵
本
舞
台
扇
』
以
降
で
な
い
と
お
か
し

い
。
さ
ら
に
、〔
図
7
〕
に
あ
げ
た
富
沢
辰
十
郎
の
似
顔
を
『
絵
本
舞
台
扇
』
の
挿

絵
〔
図
31
〕
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
本
書
の
図
が
や
や
後
の
筆
で
あ
る
の
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　

本
書
成
立
の
下
限
で
あ
る
が
、
役
者
の
似
顔
を
、
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
の

図29　春章・重政画『姿名鏡』二十ウ・二十一オ

図30　春章・重政画『姿名鏡』二十一ウ・二十二オ

図 31　春章・文調画
明和 7（1770）年刊『絵本舞台扇』
富沢辰十郎　FSC-GR-780.164（※1）
（米国スミソニアン協会フィリアーアンド
サックラーギャラリー蔵）
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役
者
似
顔
春
本
『
姿
名
鏡
』 ―
役
者
似
顔
の
考
証
と
出
版
の
背
景
―

上
演
の
も
の〔
図
32
Ａ
〕と
本

書
の
似
顔
〔
図
32
Ｂ
〕
と
を
く

ら
べ
て
み
る
と
、
本
書
の
似
顔

は
い
く
ぶ
ん
若
く
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
掲
載
役
者
の
う

ち
、
安
永
六（
一
七
七
七
）年
に

は
二
代
目
八
百
蔵
が
、
安
永
七

（
一
七
七
八
）年
に
は
四
代
目
団

十
郎
が
没
す
る
。
と
す
る
と
、

刊
行
年
が
安
永
後
期
を
下
る
と

は
考
え
に
く
い
。

　

さ
ら
に
、〔
図
4
〕に
登
場
す
る

富
沢
辰
十
郎
は
、
安
永
元（
明

和
九
・
一
七
七
二
）年
の
顔
見
世

を
も
っ
て
引
退
を
す
る
。
そ
れ

以
降
、
辰
十
郎
の
名
は
歌
舞
伎

評
判
記
に
は
記
載
さ
れ
な
く
な

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
富
沢
辰

十
郎
は
、『
絵
本
舞
台
扇
』と『
三
芝
居
役
者
絵
本
』
に
登
場
す
る
が
そ
れ
以
降
、
役

者
絵
、
役
者
絵
本
な
ど
に
描
か
れ
た
事
例
は
な
い
。
辰
十
郎
は
立
役
の
役
者
だ
が
、

安
永
元（
一
七
七
二
）年
の
評
判
記
『
役
者
萬
歳
暦
』、『
役
者
物
見
車
』
で
の
位
付
は

「
上
上
半
白
吉
」で
、
ほ
と
ん
ど
が
「
上
上
吉
」
に
あ
が
っ
て
い
る
本
書
掲
載
の
役
者

と
く
ら
べ
る
と
や
や
格
下
で
、
春
章
の
作
品
に
頻
繁
に
登
場
し
て
い
た
と
は
言
い
難

い
。
こ
こ
で
、
考
え
ら
れ
る
の
は
辰
十
郎
の
引
退
興
行
の
時
期
と
の
関
連
で
あ
る
。

本
文
の
題
二
つ
め
に
「
顔
見
せ
の
時
待
て
開
く
梅
の
薫
物
」と
あ
り
、
本
書
が
安
永
元

（
一
七
七
二
）年
の
顔
見
世
の
芝
居
に
準
じ
て
上
梓
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
舞
台
で

引
退
を
迎
え
た
辰
十
郎
を
挿
絵
に
登
場
さ
せ
た
の
も
納
得
が
い
く
こ
と
と
な
ろ
う
。 

　

以
上
か
ら
、
本
書
の
刊
行
は
す
く
な
く
と
も
明
和
七（
一
七
七
〇
）
年
以
降
、
安

永
前
半
と
な
り
、
辰
十
郎
の
引
退
時
期
と
、
序
文
に
「
は
つ
春
の
笑
い
を
も
と
む
る
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
安
永
元
（
一
七
七
二
）
年
の
顔
見
世
を
ふ

ま
え
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
の
初
春
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推

定
が
で
き
る
。

　

画
工
の
初
代
勝
川
春
章
が
、『
絵
本
舞
台
扇
』
を
出
し
た
の
は
明
和
七
（
一
七
七
〇
）

年
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
春
章
の
手
が
け
た
最
初
の
版
本
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
後
役
者
絵
本
と
し
て
は
、
本
書
を
除
け
ば
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
刊
、
役
者
の

素
顔
を
描
い
た
『
役
者
夏
の
富
士
』
が
出
さ
れ
る
ま
で
事
例
を
み
な
い
。
春
本
と

し
て
は
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
に
『
百
慕
々
語
』、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
に

『
さ
し
ま
く
ら（
５
）』、
続
い
て
、
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
は
『
色
道
三
津
伝
』
を
刊

行
し
て
い
る
。
他
、
洒
落
本
な
ど
に
も
挿
絵
を
描
く
が
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年

『
絵
本
伊
勢
物
語
』、
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
『
錦
百
人
一
首
あ
つ
ま
織
』、
安
永

五
（
一
七
七
六
）
年
に
は
再
び
重
政
と
合
作
で
『
青
楼
美
人
姿
合
』
を
出
し
た
の
が

春
章
作
の
版
本
で
あ
る
。
と
す
る
と
『
姿
名
鏡
』
は
最
初
の
役
者
似
顔
の
版
本
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
春
章
が
関
わ
っ
た
版
本
制
作
の
う
ち
で
も
早
い
段
階
の
作
品
で
あ

る
と
い
え
る
。

　
　
　
３　
和
歌
の
引
用
に
み
る
『
姿
名
鏡
』
の
画
工
の
関
係

　
『
姿
名
鏡
』
の
挿
絵
に
は
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
典
拠

が
あ
る
。
本
章
で
は
そ
の
和
歌
の
典
拠
か
ら
、
も
う
ひ
と
り
の
画
工
で
あ
る
北
尾
重

政
の
作
風
と
、
春
章
と
の
関
係
を
論
じ
、『
姿
名
鏡
』
出
版
の
背
景
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

図 32Ａ　春章画　安永 9（1780）年
江戸中村座「初紋日艶郷曽我」　初代尾上
松助演じるバラモンの吉

（大英博物館蔵、1915,0823,0.633.1-2）

図 32Ｂ　春章・重政画『姿名鏡』
十九ウ・二十オ（部分）
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役
者
似
顔
春
本
『
姿
名
鏡
』 ―
役
者
似
顔
の
考
証
と
出
版
の
背
景
―

題

和
歌

典
拠

『
題
林
愚
抄
』

寄
瀧
恋

わ
が
袖
に
涙
の
滝
そ
お
ち
ま

さ
る
人
の
う
き
瀬
を
み
な
か

み
に
し
て

『
新
拾
遺
和
歌
集
』
陽
徳
門
院

○

被
返
書
恋

こ
ふ
れ
ど
も
人
の
心
の
と
け

ぬ
に
は
む
す
は
れ
な
が
ら
か

へ
る
玉
づ
さ

『
金
葉
和
歌
集
』
美
濃

○

初
言
恋

今
と
て
は
思
ふ
あ
ま
り
に
し

ら
せ
つ
れ
い
は
で
見
ゆ
へ
き

心
な
ら
ね
ば

『
玉
葉
和
歌
集
』
前
為
家

○

互
忍
恋

恋
し
な
ん
後
の
世
ま
で
の
お

も
ひ
て
は
忍
ぶ
心
の
か
よ
ふ

ば
か
り
そ

『
新
拾
遺
和
歌
集
』
平
忠
度
朝
臣

○

寄
雲
恋

し
ら
せ
は
や
そ
こ
は
か
と
な

き
う
き
雲
の
空
に
み
だ
る
ゝ

心
ま
よ
ひ
は

『
続
古
今
和
歌
集
』
行
家

○

契
恋

こ
と
の
は
は　

た
ゞ
な
さ
け

に
も
ち
ぎ
る
ら
む　

見
へ
ぬ

心
の
お
く
ぞ
ゆ
か
し
き

『
玉
葉
和
歌
集
』
九
条
左
大
臣
女

○

名
立
恋

な
き
名
の
み
立
田
の
山
に
た

つ
雲
の
行
来
も
し
ら
ぬ
詠
を

ぞ
す
る

『
新
古
今
和
歌
集
』
俊
忠

○

祈
恋

き
ぶ
ね
川
も
も
せ
の
時
も
わ

け
す
ぎ
ぬ
ぬ
れ
行
く
袖
の
す

ゑ
を
た
の
み
て

『
六
百
番
歌
合
』
寂
蓮

○

祈
遇
恋

片
岡
の
杜
の
し
め
な
は
と
く

る
よ
り
な
が
く
と
だ
に
も
猶

祈
る
か
な

『
大
納
言
為
定
集
』
為
定

○

忍
久
恋

お
も
ふ
こ
と
い
は
で
心
の
う

ち
に
の
み
つ
も
る
月
日
を
し

る
人
ぞ
な
き

『
続
拾
遺
和
歌
集
』
院
弁
内
侍

○

題

和
歌

典
拠

『
題
林
愚
抄
』

寄
花
恋

吹
風
に
た
へ
ぬ
梢
の
花
よ
り

も
と
ゞ
め
が
た
き
は
な
み
だ

な
り
け
り

『
千
載
和
歌
集
』『
金
葉
和
歌
集
』

源
雅
光

○

深
山
恋

お
も
ひ
い
る
ふ
か
き
心
の
た

よ
り
ま
で
み
し
は
そ
れ
と
も

な
き
山
路
か
な

『
新
古
今
和
歌
集
』
藤
原
秀
能

○

か
わ
る
恋

そ
め
よ
と
て
し
ぐ
る
ゝ
山
の

梢
だ
に
こ
と
の
は
こ
と
に
か

は
る
物
か
は

兼
綱
卿

○

逢
不
遇
恋

夢
か
と
よ
見
し
お
も
か
げ
も

わ
す
れ
ず
な
が
ら
う
つ
ゝ
な

ら
ね
ば

『
新
古
今
和
歌
集
』
俊
成
女

○

初
遇
恋

う
れ
し
き
も
つ
ら
き
も
お
な

じ
涙
に
て
あ
ふ
夜
も
袖
は
猶

も
か
わ
か
ぬ

『
新
勅
撰
和
歌
集
』

皇
嘉
門
院
別
当

○

久
恋

跡
た
え
て
浅
茅
が
す
へ
に
な

り
に
け
る
た
の
め
し
宿
の
庭

の
白
露

『
新
古
今
和
歌
集
』
二
条
院
讃
岐

○

逢
増
恋

い
も
せ
山
な
か
る
ゝ
河
の
う

す
氷
と
け
て
ぞ
い
と
ゞ
袖
は

ぬ
れ
け
る

『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』

権
中
納
言
公
雄

○

寄
松
恋

よ
そ
に
の
み
見
つ
の
は
ま
松

と
し
を
経
て
つ
れ
な
き
色
に

か
ゝ
る
浪
か
な

『
続
後
撰
和
歌
集
』

権
中
納
言
公
雄

○

ち
か
き
恋

か
く
ば
か
り
間
ぢ
か
き
中
を

あ
し
か
き
の
へ
た
て
も
果
て

ぬ
契
り
と
も
か
な

『
亀
山
殿
七
百
首
』
為
明
朝
臣

○

寄
鏡
恋

し
の
ふ
と
て
影
だ
に
み
え
し

ま
す
か
ゝ
み
う
つ
り
は
て
に

し
人
の
こ
ゝ
ろ
に

『
続
後
撰
和
歌
集
』
前
太
政
大
臣

○

【
表
1
】
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役
者
似
顔
春
本
『
姿
名
鏡
』 ―
役
者
似
顔
の
考
証
と
出
版
の
背
景
―

　

掲
載
和
歌
と
そ
れ
ら
の
典
拠
を
あ
げ
る
と
【
表
１
】
の
よ
う
に
な
る
。
表
に
み
ら

れ
る
よ
う
に『
姿
名
鏡
』に
載
る
和
歌
は
す
べ
て
室
町
期
成
立
の
和
歌
類
題
歌
集『
題

林
愚
抄
』
の
題
詠
和
歌
と
一
致
し
て
お
り
、
元
の
和
歌
で
は
な
く
、
和
歌
を
主
題
別

に
分
類
し
た
和
歌
類
題
歌
集
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
に
編
ま
れ

た
『
類
題
和
歌
集（
６
）』
や
『
明
題
和
歌
全
集（
７
）』
は
、室
町
期
成
立
の
『
題
林
愚
抄（
８
）』、『
二
八

明
題
和
歌
集（
９
）』
な
ど
の
和
歌
類
題
歌
集
を
基
と
し
て
成
立
し
、
特
に
『
明
題
和
歌
全

集
』
の
版
本
は
、
増
刷
を
重
ね
て
広
く
読
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
鈴
木
春
信
作
品
の

掲
載
和
歌
に
つ
い
て
、
小
林
忠
氏
（
（（
（

が
『
明
題
和
歌
全
集
』
の
利
用
を
指
摘
し
て
い
る

が
、
そ
の
利
用
は
す
で
に
西
川
祐
信
の
版
本
に
も
あ
る
。
論
に
先
立
ち
、
ま
ず
祐
信

作
に
み
ら
れ
る
和
歌
類
題
歌
集
利
用
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

　

山
本
ゆ
か
り
氏
（
（（
（

は
祐
信
作
品
に
お
け
る
和
歌
類
題
歌
集
の
利
用
に
つ
い
て
、
享
保

十
五
（
一
七
三
〇
）
年
『
絵
本
筑
波
山
』
に
み
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。『
絵
本
筑
波

山
』
掲
載
和
歌
七
十
三
首
に
つ
い
て
「
忩
別
恋
」
以
外
す
べ
て
『
題
林
愚
抄
』
と
重

な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
祐
信
は
本
書
編
集
に
あ
た
っ
て
和
歌
類
題
歌
集
を
活
用
し
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
。
例
外
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
忩
別
恋
」
の
為
重
の
歌
は
、

上
記
の
類
題
歌
集
で
は
皆
一
様
に
「
急
別
恋
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、『
絵
本
筑
波
山
』

に
お
い
て
何
ら
か
の
食
い
違
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
言
う
の
も
、
後
水
尾
院

歌
壇
で
編
纂
さ
れ
た
『
類
題
和
歌
集
』
で
は
、「
急
別
恋
」
の
次
の
項
目
に
「
忩
別

恋
」
が
き
て
お
り
、『
絵
本
筑
波
山
』
で
利
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
編
集
時
に
混
同
し
て
、

と
な
り
の
項
目
の
「
忩
別
恋
」
を
「
急
別
恋
」
の
歌
と
し
て
写
し
て
し
ま
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
誤
写
の
可
能
性
も
含
め
て
、
祐
信
も
し
く
は
祐
信
を
と
り
ま
く
文
化

圏
が
和
歌
引
用
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
和
歌
類
題
歌
集
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

　

同
様
に
祐
信
は
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
刊
『
絵
本
千
代
見
草
』、刊
年
不
明
（
（（
（

の
『
絵

本
秘
事
袋
』
で
も
和
歌
を
和
歌
類
題
歌
集
か
ら
引
用
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に

つ
い
て
は
『
題
林
愚
抄
』、『
明
題
和
歌
全
集
』
と
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。
祐
信
絵

本
は
江
戸
に
出
回
り
、
江
戸
文
化
圏
に
ひ
ろ
が
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
鈴
木
春
信
ら

の
浮
世
絵
師
に
多
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
和

歌
類
題
歌
集
の
利
用
に
つ
い
て
も
、祐
信
絵
本
を
通
じ
て
広
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
『
姿
名
鏡
』
の
も
う
一
人
の
画
工
と
さ
れ
る
北
尾
重
政
だ
が
、
特
に
、
祐
信
に
私

淑
し
て
い
た
小
松
屋
百
亀
と
組
み
、
祐
信
絵
本
を
典
拠
と
し
、
春
本
へ
と
転
化
さ
せ

た
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
頃
刊
『
翠
帳
紅
閨
／
笑
本
開

謌
僊
』
は
小
松
屋
百
亀
作
、
重
政
画
で
祐
信
の
『
絵
本
貝
歌
仙
』
の
和
歌
と
構
成
と

を
も
じ
り
春
本
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
序
文
に
も
祐
信
絵
本
を
典
拠
と
す
る
旨
が
述

べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
林
美
一
氏
の
考
証
（
（（
（

で
は
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
刊
と
さ
れ

る
同
じ
く
小
松
屋
百
亀
作
、
重
政
画
の
『
男
根
女
門
昼
夜
入
詰
／
笑
本
姫
小
松
』
で

も
、
同
様
に
祐
信
作
、
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
刊
『
絵
本
姫
小
松
』
の
構
成
を
も

と
と
し
て
い
る
な
ど
、
祐
信
絵
本
の
春
本
へ
の
も
じ
り
は
重
政
の
春
本
制
作
の
上
で

は
常
套
的
な
趣
向
（
（（
（

で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

右
の
春
本
の
う
ち
『
笑
本
開
謌
僊
』
で
は
、元
と
な
っ
た
祐
信
の
『
絵
本
姫
小
松
』

に
は
な
い
部
分
で
独
自
に
「
俗
注
歌
の
心
」
と
し
て
、
題
詠
和
歌
と
そ
の
註
が
記
さ

れ
て
お
り
、
上
巻
で
は
「
初
恋
」
か
ら
「
恨
恋
」
ま
で
十
七
首
の
註
が
載
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
和
歌
は
先
に
あ
げ
た
和
歌
類
題
歌
集
恋
の
部
の
題
詠
と
重
な
っ
て
お
り
、『
絵

本
筑
波
山
』
な
ど
、
祐
信
絵
本
で
も
活
用
さ
れ
、
絵
画
化
さ
れ
て
い
た
和
歌
類
題
歌

集
恋
の
部
か
ら
の
和
歌
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
、『
姿
名
鏡
』
掲
載
和
歌
を
改
め
て
検
討
し
よ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に

す
べ
て
の
歌
が
『
題
林
愚
抄
』
の
題
詠
と
一
致
し
て
お
り
、
本
書
の
和
歌
引
用
も
和

歌
類
題
歌
集
を
活
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
類
題
歌
集
恋
の
部
か
ら
の

引
用
は
、す
で
に
重
政
の
先
行
作『
笑
本
開
謌
僊
』で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
姿

名
鏡
』
に
お
い
て
題
詠
歌
を
用
い
る
と
い
う
趣
向
が
、
重
政
の
先
行
作
に
す
で
に
見

ら
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
『
姿
名
鏡
』
と
『
笑
本
開
謌
僊
』
の
挿
絵
〔
図
33
〕
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
役
者
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役
者
似
顔
春
本
『
姿
名
鏡
』 ―
役
者
似
顔
の
考
証
と
出
版
の
背
景
―

似
顔
で
あ
る
こ
と
を
除

い
て
、『
姿
名
鏡
』
の
背

景
の
描
か
れ
方
、
人
物

の
表
情
や
、
着
物
の
柄

の
描
か
れ
方
に
は
類
似

す
る
点
が
多
く
、
春
章

と
い
う
よ
り
も
、
全
体

重
政
の
画
風
の
特
徴
が

よ
く
現
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、〔
図
34
〕に
あ
げ
た

よ
う
に
、
一
部
挿
絵
の

役
者
の
顔
の
周
囲
に
不

自
然
な
空
白
が
残
っ
て

い
る
箇
所
が
あ
る
。
林

氏
が
紹
介
し
た
よ
う
に
、

役
者
の
顔
を
す
げ
か
え

た
本
書
の
後
摺
本
が
存

在
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
ら
考
え
て
、
出
版

以
前
に
顔
の
す
げ
か
え

が
な
さ
れ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
例
え
ば
「
役

者
似
顔
」
を
春
章
が
担

当
し
、
他
背
景
を
重
政

が
担
当
し
て
描
い
た
場

合
、
背
景
と
の
重
な
り

に
不
自
然
な
箇
所
が
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
測
が
た
つ
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
の
成
立
年
代
が
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
頃
だ
と
す
れ

ば
、
そ
れ
以
前
に
『
絵
本
舞
台
扇
』
を
除
い
て
春
章
に
は
目
立
っ
た
版
本
挿
絵
の
作

例
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、『
古
画
備
考
（
（（
（

』
の
重
政
の
項
に
は
、「
門
人
モ
多
ク
出
来
、

他
門
ニ
モ
、
勝
川
春
章
ナ
ド
似
顔
ハ
能
ク
セ
シ
カ
ド
、
画
法
ハ
届
カ
ザ
ル
所
ア
リ
シ

故
、
常
ニ
親
ク
交
リ
テ
、
重
政
ノ
指
図
ヲ
受
ク
」
と
し
て
、
春
章
が
重
政
の
指
導
を

う
け
た
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
る
。
春
本
制
作
に
お
い
て
も
、重
政
が
先
達
で
あ
り
、

『
姿
名
鏡
』に
お
い
て
、春
章
は
重
政
の
企
画
に
従
う
形
で
参
加
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

重
政
は
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
刊
の
『
絵
本
三
家
栄
種
』
で
挿
絵
に
役
者
似
顔

を
描
く
こ
と
を
試
み
て
は
い
る
も
の
の
、
春
章
ほ
ど
に
役
者
の
特
徴
を
上
手
く
捉
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、『
絵
本
舞
台
扇
』
以
来
、
役
者
似
顔
絵
師
と

し
て
の
名
を
し
だ
い
に
高
め
て
い
っ
た
春
章
を
起
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
春
本
制

作
の
新
趣
向
を
提
示
し
た
。
つ
ま
り
、『
姿
名
鏡
』
の
挿
絵
に
お
い
て
、
制
作
を
先

導
し
た
の
は
、
春
章
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
重
政
で
あ
り
、
重
政
が
出
す
春
本
の
新

趣
向
と
し
て
、
春
章
の
役
者
似
顔
を
採
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。
役
者
似
顔
が
描
か

れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
春
章
作
が
強
調
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
『
姿
名

鏡
』
で
あ
る
が
、両
画
工
の
作
風
、関
係
を
考
え
る
と
企
画
の
主
導
権
は
重
政
に
あ
っ

た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
本
論
で
は
『
姿
名
鏡
』
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
似
顔
の
考
証
と
刊
行
年
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
掲
載
和
歌
と
の
関
連
に
お
い
て
、
本
書
成
立
の
背
景
を
述
べ
、
役

者
似
顔
と
い
う
点
で
「
勝
川
春
章
画
」
の
春
本
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
本
書
に
つ

い
て
、
む
し
ろ
重
政
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
た
企
画
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。

図 33　北尾重政画　明和 7（1770）年頃刊『笑本開謌僊』　　（イギリス・個人蔵）

図 34
春章・重政画『姿名鏡』　四ウ・五オ（部分）
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役
者
似
顔
春
本
『
姿
名
鏡
』 ―
役
者
似
顔
の
考
証
と
出
版
の
背
景
―

　
『
絵
本
舞
台
扇
』
の
当
た
り
に
よ
っ
て
春
章
の
似
顔
が
周
知
さ
れ
て
い
く
中
で
、

そ
れ
を
春
本
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
重
政
の
試
み
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。
と
も
す
れ

ば
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
う
春
本
制
作
だ
か
ら
こ
そ
、
貪
欲
に
新
し
い
も
の
を
取

り
入
れ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
常
に
作
者
に
も
画
工
に
も
求
め
ら
れ
る
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、『
姿
名
鏡
』
の
企
画
は
春
章
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
挑
戦
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。『
絵
本
舞
台
扇
』
や
そ
の
他
春
章
の
手
が
け
た
役
者
絵
の
役
者
は
み

な
舞
台
の
上
で
役
の
衣
裳
を
身
に
つ
け
、
化
粧
を
し
た
姿
で
描
か
れ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、『
姿
名
鏡
』
に
み
ら
れ
る
役
者
た
ち
は
、
舞
台
か
ら
降
り
た
素
の
顔
で
描
か

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
本
書
の
挿
絵
の
画
中
に
役
者
に
結
び
つ
く
何
ら
か
の

ヒ
ン
ト
が
描
か
れ
て
い
る
の
も
、
似
顔
の
み
で
は
判
断
で
き
か
ね
る
可
能
性
を
考
え

て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
化
粧
を
落
と
し
て
、
役
を
降
り
た
役
者
達
の
表
情

は
、『
絵
本
舞
台
扇
』に
は
み
ら
れ
な
い
素
顔
の
表
情
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
お
り
、

春
章
の
役
者
似
顔
の
力
量
を
み
せ
て
い
る
。

　

春
章
自
身
、
後
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
に
『
役
者
夏
の
富
士
』
を
出
し
、
役
者

の
化
粧
を
落
と
し
た
姿
を
挿
絵
に
描
い
た
。
こ
れ
は
、
役
者
似
顔
絵
師
と
し
て
の
春

章
の
自
信
の
現
れ
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、『
姿
名
鏡
』
に

お
い
て
素
顔
の
役
者
を
描
い
て
い
た
と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
春
本
制
作
に
お

い
て
革
新
的
な
試
み
を
発
案
し
、
見
る
方
を
お
ど
ろ
か
せ
よ
う
と
い
う
企
画
意
図
が

な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
画
工
の
新
た
な
発
想
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
春

本
、
春
画
制
作
に
お
い
て
は
、
人
間
の
性
を
描
く
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
は
縛
ら
れ

た
枠
組
み
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
常
に
ど
の
よ
う
に
新
し
く
、
面
白
く
、
他
の
作
者
、

画
工
が
考
え
つ
か
な
い
よ
う
な
趣
向
を
み
せ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
そ

れ
に
挑
戦
し
て
い
っ
た
画
工
た
ち
の
創
意
工
夫
が
、表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

〔
注
釈
〕

（
1
）
大
英
博
物
館
蔵
（Jap.Ptg.1375

）

（
2
）
ジ
ョ
ン
・
C
・
ウ
ェ
バ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵

（
3
）
歌
川
国
貞
に
よ
る
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
頃
刊
『
上
方
恋
修
行
』
は
三
代
目
尾
上
菊
五
郎

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
基
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
他
に
も
楽
屋
落
ち
の
話
を
ベ
ー
ス
に
坂
東
三

津
五
郎
、
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
関
係
を
描
い
た
作
品
な
ど
が
あ
る
。

（
4
）
林
美
一
『
江
戸
枕
絵
師
集
成　

勝
川
春
章
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
一
年
）

（
5
）
墨
摺
小
本
一
冊
。
艶
笑
小
咄
の
挿
絵
を
春
章
が
手
が
け
る
。

（
6
）
延
宝
頃
、
後
水
尾
院
歌
壇
で
編
纂
さ
れ
た
。
写
本
十
六
冊
、
板
本
三
十
一
冊
。
翻
刻
、
解
題

は
日
下
幸
男
『
類
題
和
歌
集
』（
二
〇
一
〇
年
、
和
泉
書
院
）
に
拠
る
。

（
7
）
版
本
十
五
冊
。
写
本
は
寛
文
頃
成
立
。『
二
八
明
題
』、『
題
林
愚
抄
』
を
組
み
合
わ
せ
て
、

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
。

（
8
）
寛
永
十
四
（
一
六
三
七
）
年
村
上
平
楽
寺
板
。

（
9
）
伝
今
川
了
俊
編
。
室
町
期
成
立
。
六
冊
本
と
八
冊
本
の
伝
本
が
あ
る
。

（
10
）
小
林
忠
『
江
戸
絵
画
史
論
』（
瑠
璃
書
房
、一
九
八
三
年
）
小
林
忠
「
春
信
、江
戸
の
夢
」（『
春

信　

美
人
画
と
艶
本
』、
新
潮
社
、
一
九
九
二
年
）

（
11
）
山
本
ゆ
か
り
『
上
方
風
俗
画
の
研
究 

西
川
祐
信
・
月
岡
雪
鼎
を
中
心
に
』（
藝
華
書
院
、

二
〇
一
〇
年
）

（
12
）
関
西
大
学
図
書
館
蔵
。

（
13
）
林
美
一
『
艶
本
研
究　

重
政
』（
有
光
書
房
、
一
九
六
六
年
）

（
14
）
白
倉
敬
彦
氏
に
よ
っ
て
西
川
祐
信
の
江
戸
春
画
へ
の
影
響
が
多
数
指
摘
さ
れ
て
い
る
（『
春

画
の
謎
を
解
く
』洋
泉
社
、二
〇
〇
四
年
）。
氏
は『
笑
本
開
謌
僊
』、『
笑
本
姫
小
松
』の
他
、『
笑

本
春
の
曙
』、『
咲
本
當
和
鑑
』、『
笑
本
花
之
宴
』
に
も
、
題
名
、
趣
向
の
も
じ
り
、
図
柄
の

引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
説
明
し
て
お
り
、
小
松
屋
百
亀
の
影
響
に
拠
る
も
の
だ
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。

（
15
）
芳
賀
登
他
編
『
日
本
人
物
情
報
大
系
』
六
十
三
巻
（
皓
星
社
、
一
九
九
九
年
）

※
1 Purchase - The G

erhard Pulverer C
ollection, M

useum
 funds, Friends of the Freer and 

Sackler G
alleries and the H

arold P. Stern M
em

orial fund in appreciation of Jeffrey P. 

C
unard and his exem

plary service to the G
alleries as chair of the B

oard of Trustees 
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ス
ト
ン
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ctor O
noe M
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 2012 M
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［
付
記
］

本
論
は
、
文
部
科
学
省
グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
文
化
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
ー
ズ
拠
点
」（
立
命
館
大
学
）で
の
「
日
本
版
画
・
版
本
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ま
た
、
春
画

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
立
命
館
大
学
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
S
O
A
S
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
科

学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番
号23

・6697

）の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、

E
A
J
S
国
際
会
議（
二
〇
一
一
年
八
月
二
十
五
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
き
一
部
訂
正
を

加
え
た
。
席
上
で
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
、
資
料
の
掲
載
を
許
可
い
た
だ

い
た
諸
機
関
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
役
者
似
顔
の
考
証
に
あ
た
っ
て
ご
助
言
賜
り

ま
し
た
浅
野
正
人
氏
、
新
藤
茂
氏
、
書
名
、
文
章
の
表
現
に
つ
い
て
ご
教
示
頂
い
た
石
上
阿
希
氏

の
ご
高
配
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


